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日頃、当センターの測定装置をご使用頂きありがとうございます。
さて、これまで、機器分析センター所有機器使用料は、１月から同年の１２月までの使用金額を翌年１月に予算振替して頂いておりました。しかし、この方法ですと転出や退職される先生が１月から３月までにご使用になられた料金の支払いに関し、先生方にご迷惑をおかけする結果となっておりました。
本年度からは、下記の様に使用期間を年２回に分け、翌月に振替するよう変更させて頂きます。よろしくお願い致します。
（記）
第１期予算振替：　前年度３月～８月までの機器使用料。
第２期予算振替：　９月～翌年２月までの機器使用料。
第１期分の利用料の連絡は９月初旬に、また、第２期分の使用料の連絡は３月初旬に行いますので、９月末および３月末までに予算振替をお願い致します。
*注意事項（必ずお読み下さい）
円二色性装置（CD）、ラマン分光光度計、および電子スピン共鳴装置（ESR）は装置導入経緯の相違により、以下の様に、他の装置と異なった料金徴収を行っております。
１）CD
CDの利用料は以下の①、②、③の合計とします。
1 　1年間の消耗品代を年間利用時間で按分。
2 　発生した修理費は、過去3年にさかのぼり使用した利用時間で按分。
3 　光源ランプ代は前回交換(H13/3/6)後、次回交換まで使用した利用時間で按分。
２）ラマン分光光度計およびESR
　利用料は以下の①、②の合計とします。
1 　1年間の消耗品代を年間利用時間で按分。
2 　発生した修理費および備品代金は、過去3年にさかのぼり使用した利用時間で按
分。
